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今月は当校実習生寮から技能講習センターに通い、玉掛

技能講習を無事修了したフィリピン人実習生、PARAN 

EDJUN ELARCOSA （エジュン）さん、 TECSON 

EDUARDO TRASMONTE （ エ ド ） さ ん 、 ZAUSA 

MICHAEL MARCELA（マイク）さん を紹介します。 
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12月に入りました。本来であれば、先月 8日の実習生の入国再開を受け、徐々に「師走」の慌ただしさが迫ってくるこ

とが予想される時期でしたが、オミクロン株の出現により、年内の実習生の受け入れは絶望的となりました。今年 1月 20

日に技能実習生の新規入国がストップしたことを考えると、当校にとっての 2021年は、正に失われた 1年間と言えます。   

しかし、授業が出来なかった時間を利用して、毎月 1回のペースで講師研修会が開け、対面及びリモートでの日本語指

導技術の向上が図れたこと、また、研修会を通して、講師間の相互理解が今まで以上に深まったことは、私どもにとり大

きな収穫となりました。新年早々、この研修の成果が発揮できる日がやってくることを願うばかりです。本年も大変お世

話になりました。受入団体の皆様におかれましても、良き 2022年の幕開けとなることを、心よりお祈り申し上げます。 

今月も、定例となった講師研修会が行われました。 

今回は、授業再開に備えて、オンライン授業の指導案作成及び指導技

術の向上について勉強会を行いました。 

研修では、講師が３～4名のグループに分かれて、新テキスト『わたし

のことばノート』を活用したリモート授業案を作成し、その後、他の講

師を実習生に見立てて、自分たちが作った指導案を使ってリモート模擬

授業を行いました。これまでも、自分たちで作った指導案を基に模擬授

業を行ってきましたが、リモート形式の授業を行うのは、今回が初めて

だったので、指導案の作成・授業実践共に、大変貴重な体験となりまし

た。また、講師自らが実習生役（リモート授業の受け手）を担当するこ

とで、携帯端末でリモート授業を受ける実習生の皆さんの実際の状況や、

その時の学習者の心情を共有することが出来たことも、大きな研修成果

となりました。 

実習生の来日が再開した折には、今回の研修の成果を生かし、より円

滑で効果的なリモート授業を実施していきたいと思います。 

あじけんスコープ Vol.103  ～第 10回講師研修会～ 

リモート模擬授業を行う木城先生のグループ 

講習が終わりました。先生はやさしかったです。玉掛の勉強をいっ

ぱいならいました。現場で使います。（エジュン） 

 
3 日間の玉掛の講習は面白かったです。たくさん習いました。先生

はやさしかったです。（エド） 

 

私の先生は、玉掛について教えるのに、とてもやさしかったです。

これからがんばります。（マイク） 

 

エジュンさん  エドさん マイクさん 

携帯端末でリモート授業を受ける関口先生 

雨の中、玉掛の実技試験に挑む実習生の皆さん 
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 ※ 当校ホームページ http://www.ajiken.jp/ から「あじけん通信」バックナンバーもご覧になれます。 

 

 今回のあじけん流日本語授業は、きぼう国際外語学院の教室に常備されている教材をご紹介いたします。 

 教室内には、日本語教育機関として必要な物はもちろんのこと、技能実習生日本語教育機関だからこその

教材もあります。今回は、そんな「きぼう国際外語学院ならでは」の教材についてご紹介いたします。 

実習生にとって、授業がわかりやすく、楽しいものであるよう、そして、実際の実習により近いものである

よう、教材にも工夫をしています。ぜひ見学等にいらしたときは、教室の教材にもご注目ください。 

～教室内教材紹介～ 

【カレンダー】 

日付の練習には欠かせない教材です。日付や曜日の言い方だけでなく、「来週

の水曜日は休みだからね」「来月は忙しくなるよ」など、実際の会話でよくあ

る表現を使い、それはいつを指しているかということを質問しあったり、数字

の学習に使ったりといろいろ活用されています。 

【ヘルメット、ピコピコハンマー、カラーボール、軍手】 

これらの教材は、物の名前を覚えるだけでなく、危険回避の学習をするときに

よく登場します。実習先でなぜヘルメットが必要か、ピコピコハンマーでのじ

ゃんけん大会をするとよくわかります。カラーボールは色の学習でも活躍し

ます。 

【ゴミの分別写真】 

ゴミの分別は難しいため、カリキュラムの「ゴミの分別」という項目を学習する

時だけでなく、常にゴミの分別を意識できるよう掲示してあります。ゴミの種類

が写真で見て具体的にわかるので、使いやすいと評判の掲示物です。 

【段ボール箱】 

「段ボール」という言葉を覚えることはもちろん、位置詞（上、下、右、

左、中、外など）の学習によく登場します。また、「あの箱持ってきて」

などの指示の学習にも大活躍です。 

【地図と方角】 

日本地図で自分の実習先を確認したり、地方名（東北地方、中部地方など）

を指導したりしています。また、「東西南北」の方角の言葉も学習し、日本

全体の地図を頭に入れてもらいます。 


